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応援投資①（貸付の概要）



応援投資②（ 年 月現在 資金充当状況）



https://forms.office.com/r/M23xfJZ0nb



本資料に掲載しております将来の予測に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
お問い合わせは、ＩＲ部 marui-ir@0101.co.jpにご連絡ください。
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